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放射線教育PPT教材シリーズ6６

福島原発事故から何を学ぶか
第1部　福島原発事故による健康への影響
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	このPPT教材作成の意図
中学校理科でエネルギー資源の１つとして原子力発電を扱うことになったが、福島原発事故の影響を受けて、学習指導要領の範囲※では原子力発電をどのように指導すべきかが明確でないため、中学校の教育現場では戸惑いを見せている。
　※：学習指導要領解説には「原子力発電ではウランなどの核燃料からエネルギーを取り出している。核燃料は（核分裂により）放射線を出している」と記載されているのみである。（　）内は著者が補足。

事故以前に発行された原子力副読本等の内容は、事故によって明らかにされた原子力発電の安全性への疑問に応えていない。たとえば五重の壁、非常用炉心冷却装置は電源が確保できていないと役立たないことなどに触れていない。

そこで、原子力発電についての科学的に正しい知識を与えると同時に、福島原発事故原因については理科の範囲を越えた広範囲な社会的・経済的見方・考え方ができるようにすることを目的に、「総合的な学習の時間」の指導にも使える教材になるよう、報道された情報を広範囲に収集し、パワーポイント教材として構成した。

福島原発事故は各種調査委員会（後述）による原因究明が進行中で結論は出されていない。しかし、この教材は結論を出すことが目的ではなく、事故を通じて科学技術、文明、生き方、リスクなど様々なことを考え、討論するための教材として提供することを意図した。
単位について

ベクレル：放射性物質の量を表す単位　（単位記号[Bq]）。

1 s(秒)間に1つの原子核が崩壊して放射線を放つ放射性物質の量が1ﾍﾞｸﾚﾙ[Bq]。
例えば、毎秒100個の原子核が崩壊して放射線を出している場合、100 Bq。
シーベルト：放射線は種類（α線、β線、γ線など）によって生体へ及ぼす影響が異なる。そこで放射線の種類に関係なく生体に与える影響を１つの尺度にまとめて表すように考えられたのがシーベルトという単位 (単位記号：ｼｰﾍﾞﾙﾄ[Sv])である（ただし、これは厳密・正確な解説ではない。厳密な定義をするためには放射線の吸収線量（放射線から受けるエネルギー　単位はグレイ）の解説を必要とするため省略。）。
千分の１ｼｰﾍﾞﾙト＝１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ[ｍSv]　千分の１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ＝１ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ[μSv]
被ばく時間（放射線を受けている時間）を、１時間あたり　/ｈ、1年あたり　/ｙ　などで表す。
　　　　  生物は自然界から自然放射線を毎年2.4ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/ｙ（世界平均）（日本の平均は1.4ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/ｙ）受けている。国際放射線防護委員会（ICRP）は　一般公衆が1年間に放射線を受けてもよいとする基準量を1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ（ｍSｖ）（自然放射線　医療によって受ける量を除く）以下にするよう勧告し、日本の法律でも１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/ｙを管理目標値に定めている。この値を基準と考えて、シーベルトの単位で示された放射線の量が多いか少ないかを相対的に比較すればよい。詳細数値は本文中に記載。
食品のベクレルをシーベルトに換算する方法：放射線の種類によって生体が受ける影響が異なるのであるから厳密な換算は簡単ではない。以下の計算式によって得られる値はﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/ｙのおおよその概算値である。　
　　　　　　（食品のベクレル）×（１日に食べる量kg）×0.0073　

　　　　　例えば肉などの食品の暫定基準値は500ﾍﾞｸﾚﾙであるから、500ﾍﾞｸﾚﾙの肉を毎日100g食べ続けると、（おそらくそのような人はいないと思うが）１年間に体内で受ける放射線の量は
　　　　　　　　500bq　×　0.1kg　×　0.0073　＝　0.365　ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/ｙ
　　　　　１年あたり約0.4ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄであるから、肉だけでは直ちに健康に与える影響はないと言えるが、放射性物質汚染地域の人はその他さまざまな地元食品を食べているのであるから、それぞれから受ける放射線の量を合計しなければならないので、１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/ｙを超えることもあり得る。つまり、１つの食品のみの放射線量を単独に評価することはできない。
本教材の解説（指導資料）の情報はテレビ・新聞の報道から取ったものが多いが、可能な限りそのニュースソースを調べて確認し、さらに専門家の校正を受けた。しかし、事故原因が究明されていない時期に作成しているので、状況は変化しているため、教材として未完成である。
　　　　　写真の多くはwebから引用し、出典の明らかなものは記載したが、孫引き、ひ孫引きなどの写真で原典の不明のものは記載していない。
　　　　　本解説は、できるだけ詳細に情報を収集したので、その中から必要と思うものを取り出し、質疑応答などを加えて利用していただきたい。内容は自由に変更、引用して構いません。
（編集責任者　NPO法人放射線教育フォーラム教育課程検討委員会　黒杭　清治）


	パワーポイント教材をスライドショーとして使うときの注意
◇　画面右下に　次　と出てから画面を送ってください。

◇　次　の文字が出るまでは自動的に変わります。始めから　次　が　出ている画面は変化がありません。適宜画面を送ってください。

◇　同じことが繰り返し行なわれているときは右下に　適宜　と表示されますので、この場合も適宜画面を送ってください。

◇　画面下の欄に解説が付けてありますが、スライドショーにすると解説を見ることができません。そこで、このワード版の画面と解説を作成しました。本ワード版の解説はできるだけ詳細に書きましたので、必要に応じて取捨選択してご利用下さい。


第1部「原発事故による健康への影響」の指導目標　

	○放射性物質の飛散は同心円状ではなく、煙がたなびくように風下に向かって帯状に延びる。避難は風の流れの直角方向が最適。線源が移動する場合「距離の自乗に反比例」は当てはまらない。

○確定的影響と確率的影響（用語は使わない）の区別を明確にできるようにする。　　

○放射線が健康に影響を与えるか否かは放射線の量によって決まる。健康に影響を与える放射線量については医学的（臨床的）知見と法的規制の違いを理解できるようにする。

○規則正しい生活習慣・健康な体力づくりの必要性を理解させる。健康であれば同じ被ばく量で同じようにDNAに損傷を受けても修復力が増す。


水素爆発した福島第一原発
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放射性物質が飛散
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４．安全・安心を信じていた原子力発電でしたが、わが国では絶対起こらないと言われていた原子炉のメルトダウン（炉心溶融）が福島第1原子力発電所で起きました。
核燃料を入れた容器（圧力容器と格納容器）が壊れ、建屋内での水素爆発によって大量※の放射性物質が大気中に放出され、当初の政府発表よりはるかに深刻で広範囲にわたり放射性物質が飛散しました。事故のレベルはチェルノブイリ原発と同じ最高段階の７（深刻な事故）と評価されました。
※：経済産業省原子力安全・保安院では、2011.3.11の事故から3,16までに大気中に放出された放射性物質の総量は77京（１京＝101６）ベクレルと試算している。また、原子力安全委員会は4月5日までに放出された放射性物質の量は、ヨウ素131が15京（1.5×1017）ベクレル、セシウム137が1.2京（1.2×1016）ベクレルであったと発表した。この値はチェルノブイリ事故の約１/10である。また、海へ流出した放射性物質の量は約4.7×1015ベクレルであった。
５　福島第一原子力発電所の事故は2011年3月11日午後２時46分ごろ、三陸沖を震源とするマグニチュード９（M9）の地震と大津波に襲われ全電源が喪失したために原子炉を冷却することができなくなったことが原因※ですが、未経験の出来事であったことと、訓練不足による事故対応の手順の悪さが事故を拡大させ、大量の放射性物質を広範囲に飛散させる結果になりました。

　　※：事故の詳細は「第２部　原発事故は防げないのか」で扱う。
集団避難　　　　　　　　　　無人になった双葉町
６
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６．わが国ではじめて「原子力災害対策特別措置法」が適用され、政府は福島第1原発事故直後半径３ｋｍ圏内を警戒区域に指定し避難指示を出しましたが、10ｋｍ圏内に拡大し、更に水素爆発以降20ｋｍ圏内に拡大し、また、半径20～30ｋｍに屋内退避の指示を出しました。
　　　　避難指示（避難のための立ち退きの指示）：危険が切迫しているところに発せられる。強制力はない。
　　　　 避難勧告（避難のための立ち退きの勧告）：立ち退きを勧める。指示より弱い。

福島第1原発の地元双葉町は3月19日、1,000人以上をさいたま市のスーパーアリーナに集団避難させ役場機能も同アリーナに移転しました。
写真：スーパーアリーナに到着した双葉町の町民ら＝ さいたま市 
７．避難指示の理由は放射線被ばくを回避するため「念のため」ということでしたが、放射線の強いところはチェルノブイリ原発事故の強制移住地域の放射線の線量を超え、30～40年の長期にわたって帰還困難区域になることを誰が事前に想像できたでしょうか。
　　「自然現象に関する研究は起こってしまってから解説するのが精一杯で、因果関係を解明できるほど発達していない。わからないことの方がよほど多いのである。自然現象は常に連鎖反応を起こしながら進行するので、予測不能なことが多い。これから一体何がおこるのか、正確にわかっている人は誰もいないだろう。」（小林真「菌と世界の森林再生」より抜粋）
　　福島第1原発原子炉建屋での水素爆発は自然現象ではありません。水素爆発が原子炉建屋内で起こることは原子力の専門家でも想定した人が誰1人としていなかったのです。

（圧力容器、格納容器内で起こるかもしれない水素爆発は警戒していた。詳細は「第２部福島原発事故はなぜ防げなかったのか」で扱う）。
写真：無人になった双葉町の道を歩く犬　時が止まったような町の姿だった。（共同通信編集委員石山永一郎）
放射性雲
８
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放射性物質拡散予測システム（SPEEDIスピーディ）が放射性物質の拡散を予測した図
８．大気中に飛散した放射性雲※１は同心円状に拡散するのではなく、風向きによって変わります。その様子は目には見えませんが、煙突から出た煙が風に乗って帯状に流れ、次第に拡散して行く様子から想像することができるでしょう。スピーディによる放射性物質拡散予測は同心円上に広がっておらず、放射性雲は南東の風に乗って北西へ帯状に伸び、屋内退避指示のあった30ｋｍ圏を越えて飯舘村に達しています。しかし、飯舘村が計画的避難区域に設定されたのは水素爆発が起こってから1ヶ月以上経った2011.4.22※２のことでした。
本来、原子力災害時の住民の避難範囲を決めるために放射性物質拡散予測システム（SPEEDIスピーディ）※３を使うことになっていましたが、活用されませんでした。

　政府からの指示は遅れ、避難方法や経路の指示もなく、自治体は情報をテレビなどの報道から得ていました。浪江町は住民を二本松市に避難させましたが、避難ルートは放射性物質が飛散した方向と重なっていました。スピーディ情報が公表されていれば、少なくとも避難の方向を指示することができたはずです。
※１：放射性雲：放射性物質が集まっている雲（ブルームbroom：箒で掃いたあとのような形）。雲中に含まれる放射性セシウムの粒子は直径0.5～1.0ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙ（１ﾏｲｸﾛは100万分の1）
※２：IAEAは飯舘村の土壌調査を行い、2011.3.30　日本政府に避難勧告を検討するよう促した。2011.4.1になって検出された放射性物質の数値がIAEAの避難勧告基準を下回ったと訂正したが、政府は飯舘村に避難指示を出す可能性について、「人体に影響を及ぼす可能性のある長期間になれば、検討しなければならない。必要が生じた時には、タイミングが遅れることのないように万全を期したい」と述べたに過ぎず、タイミングは遅れに遅れ、「計画的避難区域」「緊急時避難準備区域」を指定したのは2011.4.22である。
参考資料：原子力災害対策特別措置法に基づく避難指示等の経緯（対象地域は、全て福島県）
○平成２３年３月１１日 福島第一原子力発電所の半径３ｋｍ圏内に避難指示
平成２３年３月１１日 　　　　福島第一原子力発電所の半径３ｋｍから10ｋｍ圏内に屋内退避指示
【対象地域】南相馬市の一部、双葉郡浪江町の一部、同郡双葉町の一部、同郡大熊町の一部、
同郡富岡町の一部
○平成２３年３月１２日 福島第一原子力発電所の半径20ｋｍ圏内に避難指示
○平成２３年３月１２日 　　　福島第二原子力発電所の半径10ｋｍ圏内に避難指示
【対象地域】南相馬市の一部、田村市の一部、双葉郡浪江町の一部、同郡双葉町、同郡大熊町、同郡富岡町、同郡楢葉町の一部、同郡広野町の一部、同郡葛尾村の一部、同郡川内村の一部
○平成２３年３月１５日 福島第一原子力発電所の半径20ｋｍから30ｋｍ圏内に 屋内退避指示
【対象地域】南相馬市の一部、田村市の一部、いわき市の一部、双葉郡浪江町の一部、同郡楢葉町の一部、
同郡広野町の一部、同郡葛尾村の一部、同郡川内村の一部、相馬郡飯舘村の一部
· 平成２３年４月２１日 避難指示の対象区域について、福島第二原子力発電所の半径10ｋｍ 圏内から
半径８ｋｍ圏内へ変更
【避難指示が解除され、屋内退避指示に変更された地域】双葉郡楢葉町の一部、同郡広野町の一部
○平成２３年４月２１日（平成２３年４月２２日付）福島第一原子力発電所の半径20ｋｍ圏内を
警戒区域※アとして設定
【警戒区域】南相馬市の一部、田村市の一部、双葉郡浪江町の一部、同郡双葉町、同郡大熊町、同郡富岡町、同郡楢葉町の一部、同郡葛尾村の一部、同郡川内村の一部
○平成２３年４月２２日 福島第一原子力発電所の半径20ｋｍから30ｋｍ圏内について、屋内退避指示を解除
【屋内退避指示が解除された地域】南相馬市の一部、田村市の一部、いわき市の一部、双葉郡浪江町の一部、
同郡楢葉町の一部、同郡広野町、同郡葛尾村の一部、同郡川内村の一部、相馬郡飯舘村の一部
· 平成２３年４月２２日 福島第一原子力発電所の半径20ｋｍ圏外の特定地域を計画的避難区域※イおよび
緊急時避難準備区域※ウとして設定
【計 画 的 避 難 区 域】南相馬市の一部、相馬郡飯舘村、伊達郡川俣町の一部、双葉郡浪江町の一部、
同郡葛尾村の一部、
【緊急時避難準備区域】南相馬市の一部、田村市の一部、双葉郡川内村の一部、同郡楢葉町の一部、
同郡広野町
　　　　※ア．警戒区域　　　　　　：退去命令、立入禁止
※イ．計画的避難区域　　　：１ヵ月程度の期間での避難を指示
※ウ．緊急時避難準備区域　：緊急時における避難または屋内退避の準備、自主的避難を指示
※３：スピーディSPEEDI：緊急時迅速放射性物質影響予測ネットワークシステム

原子力発電所などから大量の放射性物質が放出されたり、そのおそれがあったりした場合、周辺環境への放射性物質の放出源情報、気象条件および地形データを基にして、大気中の放射性物質濃度、および、被ばく線量など環境への影響を、迅速に予測し、住民の避難範囲を決めるために活用するシステム
　スピーディは128億円の資金をかけて国が開発した。所管は文部科学省だが、解析には原子力安全・保安院から提供される放射性物質の放出量などのデータを活用する。しかし、文部科学省は電源喪失でデータが得られないと判断し、原子力安全委員会の指針に基づいて、毎時１ﾍﾞｸﾚﾙ(Bq)の放射性物質が放出されたと仮定して、1時間ごとに放射性物質の拡散分布図を予測した。このデータは原子力安全・保安院、原子力安全委員会、福島県庁で共有されたが、原発事故当初、政府原子力災害対策本部、文部科学省、原子力安全・保安院にはスピーディ情報を公開するという発想がなかった（あるいは信頼度が低いので混乱を避けるために公表しなかった）。
　　　しかし、政府はアメリカからの要請に応えてスピーディのデータを渡し、気象庁からは爆発後の風向記録も渡している。
　放射性物質汚染地図　　　放射線防護の３原則　　　　ホットスポット

９
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９.この汚染地図は福島原発の水素爆発で放出した放射性物質が2011年４月５日～７日に広がった様子を示しています。放射性物質は南東の風に乗って40ｋｍ、50ｋｍと帯状に伸び飯舘村などを計画的避難地域にした後、北東の風によって南下しました。
汚染地図は福島県の発表による2011.4.5～4.7の実測値。気象庁気象研究所のシミュレーションによると水素爆発直後は海側に飛び、放射性セシウム（セシウム134,セシウム137）は4月までに70～80％が海に落ち陸地に降ったのは3割程度。ヨウ素131は放出量の約65％が海に落ちたと推定している。３～４月は偏西風に乗って海側に向かった量が多く、陸地に落ちた量は少なめで済んだ。しかし、その分海が汚染されたことになる。
汚染地図で1時間当りの被爆量が0.5ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以上の地域を見ると、アメリカ政府が居住アメリカ市民に対して即座に避難勧告を出した80ｋｍ圏に達している。日本政府が避難勧告の範囲を20ｋｍ圏にしたのは原子力災害対策特別措置法に基き、1号機で水素爆発が起きたときに20kmと決めたことによる(事故後避難勧告の範囲を30ｋｍ圏にした)。
10．放射性物質が空から降り注ぐ緊急時でも、放射線被ばくを最小限に防ぐことができます。

距離：放射線源が固定されている場合、（明るい照明でも離れれば暗くなるように）、放射線源から離れれば（距離の自乗に反比例して）放射線は弱くなります。
時間：放射線の被ばく量は時間に比例して影響を受けます。

遮蔽（しゃへい）：放射線はコンクリートなどの遮蔽効で防ぐことができます。
これを放射線防護の３原則といいます。あってはならないことですが、仮にまた放射線が洩れるような事故が起こったとしても、あわてず、あせらず、コンクリートの建物の中に逃げ込めばよいという知識をもっていれば、放射線被ばくを最小限に抑えることができると言われてきました。
しかし、この防護３原則だけでは不足していることがありました。
風向き：今回の事故のように爆発によって放射性物質が空中に飛散した場合、重要なことは発生源からの距離に関係なく風向きが影響することです。逃げる方向は風の流れの直角方向が効果的です。（放射線源が風下にある場合は風上が最適。ただし、福島原発は海岸にあるので風上は海）。
風下に逃げたのでは放射性雲が追いかけてきます。今回の福島原発事故で政府は福島第1原発から半径20ｋｍ以内に避難指示を出しましたが、風向きや避難する方向の指示を出さなかったため、放射性物質が流れて行く北西方向に逃げた人がたくさんいてこれらの人々の被ばく量を増やしてしまいました。
11 福島第１原発から200km離れた柏、松戸、流山、三郷の４市で、福島第１原発から50kmのいわき市と同程度の放射線が観測されました。これは放射性雲が福島から南下した気流に乗って、いわき市までは放射性物質が少しずつ地上に落下しながら流れましたが、その後も放射性雲は飛び続け、雨が降った４市に雨水に付着して落下しホットスポット（放射性物質が福島第一原発からの距離に関係なく飛び地になって現われた場所）になったものと推定されます。
群馬県の沼田市　岩手県の一関市などにもホットスポットが見られます。一関市は宮城県を飛び越えていますが、これは一旦海上に出た放射性雲が女川を経由して内陸に入り一関市に雨とともに降ったのでしょう。（図:群馬大学早川由紀夫教授作成の地図を引用、放射能汚染地図は測定日時、作製者により異なる）

原子力発電のしくみ（復習）
12
[image: image13.emf]原子力発電のしくみ
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核分裂生成物
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[image: image15.emf]長年土壌に残って影響を及ぼす

セシウム

137

次


12．ウランの原子核が分裂するときに発生する熱で水を加熱し、発生する水蒸気によってタービンを回して発電しているのが原子力発電です。水蒸気でタービンを回して発電するしくみは火力発電と同じ、タービンを回して発電する仕組みは水力発電も同じです。
核分裂生成物

ウランの核分裂生成物の中には放射線を出す原子（放射性物質）がありますが、ウランの核分裂は圧力容器の中で行われるので、正常運転で放射性物質が外に出ることはありませんい。　　　

13.14.水素爆発とともに飛散した放射性物質はヨウ素131　セシウム134　セシウム137です。※１

　このうち爆発直後のヨウ素131は甲状腺に取り込まれ甲状腺がんの原因※２になります。特に成長の盛んな幼児は敏感なのでヨウ素剤を服用させ、被ばくを避けるため風上（地形的に風上は海になるから風向に対して直角方向）に避難させることが重要だったのですが、政府からはヨウ素剤の配布指示も避難方向の指示もありませんでした。ヨウ素131は半減期が短い(8日)ので既に消え、現在では心配する必要がありません。

ヨウ素剤の配布指示がなかったことについて、手遅れであったと考えるか、今回の程度のヨウ素131の飛散ではヨウ素剤を服用するまでもない量であり、配布すると返って「そんなに深刻な事故なのか」受け止める者が出てパニックになる恐れがあった。また、ヨウ素剤の副作用の心配もあったと考えるかは議論の分かれるところである。
セシウム134の半減期は2年　セシウム137の半減期は30年ですから長年月土壌中に残って影響を及ぼすのはセシウム137です。セシウムの化学的性質はカリウムに似ているので、カリウムを必要とする動植物は誤ってセシウムを吸収してしまいます。
※１；放出された核分裂生成物には他にストロンチウム90（半減期28,8年）プルトニウム239（半減期2.4万年）などが検出された。詳細は図16の解説参照。
※２：甲状腺は咽頭部にあり成長ホルモンチロキシンを分泌する。チロキシンはヨウ素を構成元素の１つにしているため、ヨウ素131を吸入すると甲状腺に取り込まれてしまう。これを防ぐためには事故後速やかにヨウ素剤を服用し甲状腺に放射性ヨウ素を含まないチロキシンで満たしてしまう必要がある。ヨウ素131の半減期は8日であるから危険が去るまでヨウ素剤を服用していればヨウ素131が体内に取り込まれたとしても尿とともに排出される。原子力発電所周辺市町村にはヨウ素剤が多量に備蓄されているが、政府からの指示がなく配布されなかった。
半減期：放射性核種（放射線を出す原子）が崩壊して別の核種に変わるとき、元の核種の半分が崩壊するまでにかかる時間のこと。これは核種の安定度を示す値でもあり、半減期が短ければ短いほど不安定な核種ということになる。例えばセシウム137の半減期は30年であり、放射能が30年後でも半分にしかならず、長年月にわたって環境に影響することになる。セシウム134の半減期は２年のため長期に影響をあたえることはない。また、ヨウ素131は甲状腺がんを引き起こすので恐れられているが半減期が8日であるから、ある程度日時が過ぎれば心配がいらなくなる。

　　質量数：ヨウ素131、セシウム137などのように元素名のあとに付けた数値は質量数（＝原子核中の陽子の数＋中
性子の数）。陽子の数で元素の種類が決まり、同じ元素で中性子の数が異なる原子を同位体という。同位体には
安定な同位体と不安定な同位体があり、不安定な同位体は放射線を出して安定な原子に変わる。詳細は「原子構

造と放射線の基礎」を参照
土壌汚染地図
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15．今は空間放射線の線量より地上に降り注いだ半減期の長い放射性物質が長期にわたって問題になります。文部科学省が公表した、立ち入りが制限されている警戒区域や計画的避難区域の土壌中のセシウム137汚染地図によると、チェルノブイリ原発事故で旧ソ連当局が強制移住させた基準（１平方メートル当たりの放射性セシウム137が148万ﾍﾞｸﾚﾙ）を超える汚染濃度が測定されたのは、６市町村34地点に上り、また、旧ソ連当局が自主的な避難を呼び掛け、農業を禁止した基準（セシウム134と137の合計が55万5000ベクレル）を超えた汚染地域は132地点に達しています。　 

　　　文部科学省は約2200地点の土壌を測定した。測定結果によると、6月14日時点で、セシウム137の濃度が最も高かったのは、警戒区域内にある福島県大熊町の１平方メートル当たり約1545万ベクレル。セシウム134と合わせると、同約2946万ベクレルとなった。

　　　同300万ベクレル超となったのは、セシウム137で同町、双葉町、浪江町、富岡町の計16地点に上った。高い濃度の地点は、原発から北西方向に延びており、チェルノブイリ事故の強制移住基準を超える地点があった自治体は、飯舘村、南相馬市を加えた計６市町村だった。（2011年8月30日 新聞各紙）

16.文部科学省が公表した放射性セシウムの蓄積量の汚染地図によると福島原発事故によって飛散した汚染地帯が250ｋｍを超えて広がっています。汚染度の高い地域は爆発間もない頃の空中線量の大小地帯と一致していて、原発から北西へ60ｋｍ付近まで延びた後、南西に方向を変えて栃木県を越え、群馬県まで続いていて、原発から約180ｋｍ離れた桐生市などの山間部の一部で１平方メートルあたり10万～30万ベクレル、250ｋｍ離れた長野県境の一部でも3万ベクレルを超えています。また、茨城県南部や千葉県北西部の一帯が比較的高く、福島県いわき市と変わらない値になっています。
　放射線管理区域：放射線被ばくの恐れがあり、適正な被ばく管理が必要とされる区域。原子炉建屋や病院のコンピューター断層撮影（ＣＴ）の検査室など。放射線障害防止法や医療法などによって定められる。放射性物質による汚染密度１平方メートルあたり４万ベクレル（アルファ線を放出しない物質の場合）などが設定基準。
文部科学省が作成したストロンチウム90　プルトニウム239の土壌汚染地図によると、福島第１原発敷地以外では警戒区域と計画的避難区域の北西方向から極微量検出されている。極微量であったのは爆発した建屋内のガスには微量しか含まれていなかったと思われる。その原因はこれらの沸点が高いため格納容器から微量しか漏れなかったのであろう。
ストロンチウムの性質はカルシウムに似ているため、半減期28年のストロンチウム90が体内に入ると骨に沈着し長期にわたって体内被ばくが続くことになる。プルトニウムは毒性が強く、プルトニウム238の半減期は２万年であるから恐れられている。
　　　しかし、測定地点でのストロンチウム90の最大値は双葉町の１平方メートル当たり5700ベクレル。プルトニウム238の最大値は浪江町の１平方メートル当たり４ベクレルで、いずれもセシウム137の値と較べて被ばく線量が非常に小さい。しかし、半減期が長い（ストロンチウム90派28.8年　プルトニウムは2.4万年）ので、文部科学省が今後50年の被ばく累積線量を試算したところ、ストロンチウム90は0.12ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙト（ｍSｖ）、プルトニウム238は0.027ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄであり非常に小さいため、健康への影響を心配する必要はなく、除染対策はセシウムに絞られることになった。
放射線が安全か安全でないかは量で決まる
17
[image: image18.emf]放射線が安全か
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[image: image19.emf]医薬の大部分は劇物・毒物
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[image: image20.emf]食塩は必要だが、多すぎると有害

次


17.放射線が安全か、安全でないかは量で決まります。 
18　医薬の大部分は劇物・毒物ですが少量であればクスリになります。良く効くからと言って決められた量以上を服用するのは危険です。
19 食塩は生きていくのに必要不可欠ですが、摂りすぎると健康を害し、高血圧をはじめ様々な病気の元になります。 
放射線の急性障害
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[image: image22.emf]短時間に多量の放射線を受けたときの急性障害
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21この表はマウスが半数死ぬ量を示したもので、砂糖でさえも多量に摂取すれば有毒であることがわかります。
21  放射線を受けると身体にどのような影響が出るのでしょうか。
　　短時間に多量の放射線を受けたときの急性障害は、全身に500ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以上を受けると白血球やリンパ球の減少が起こります。
約1,000ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以上の放射線を受けると、吐き気がしたり、全身がだるい感じになり、脱毛が始まります。更に4,000ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ程度を全身に受けると半数が死亡し、7,000ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以上ではほぼ全員が死亡します。
事故を起こした福島第一原発の敷地内の１部に原子炉圧力容器内と同レベルの１時間あたり10,000ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ（10ｼｰﾍﾞﾙﾄ）という汚染箇所がありました。この値は計測器で測定できる上限であり、もし、この付近で１時間作業をしていた人がいたら死亡事故者を出していたはずです。幸いなことに全員作業時間が短く、被ばくした作業員の放射線量は最大4ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄであり、障害を起こしませんでした。また、原発敷地外で避難勧告に指定された地域でも急性障害を起こすほどの放射性物質が降ったところはなく、障害の出た人はいませんでした。しかし、これを政府が「直ちに健康に与える量ではない」と発表したので、返って被ばく地の人々に不安を与える結果になりました。
放射線被ばく安全量
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[image: image23.emf]低線量放射線の被ばく
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CT検査（6.9mSv／１回） 5.0 
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[image: image24.emf]臨床症状が認められず
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次

被ばく量が

100

ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下では、

がんになったとしても

放射線によるものか、

それ以外の原因か

疫学的に特定することはできない


22.国際放射線防護委員会（ICRP）は、一般公衆が1年間に放射線を受けてもよいとする基準量を1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ（ｍSｖ）（自然放射線、医療によって受ける量を除く）以下にするよう勧告し、日本の法律でも１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年以下に定めています。この値は健康な大人も幼児、妊産婦（胎児）、病弱者など抵抗力の弱い人も区別をしていません。ということは、じゅう分に安全をみて、誰もが将来に渡って障害を起こさないと考えられる値であろうとして決めたものと思われます。ここで、よく理解しなければならないことは、この値は「日本の法律で決めた」値（ICRPが勧告した値）であって、さらに低い値に決めている国もあります。1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年を超えると健康に影響が出るという意味ではありません。
自動車の速度にたとえると、時速200ｋｍで走ることのできる車でも制限速度を時速40ｋｍと決められている道路は時速40ｋｍ以下で走らなければならない。しかし制限速度を超えたからといって直ちに事故を起こすということではなく、運転技量の優れている人は時速200ｋｍで走っても事故を起こさないかもしれない。自分の腕を示したくて制限速度を超えるスピードで走らせた動画をインターネットで公開し逮捕された人の話がテレビで紹介されていた。法律で決めた値を超えても危険ではないかもしれないが、守らなければ法律違反である。
なお、ICRPは、放射線事故を起こしてしまった場合、事故が継続している緊急時には基準値を暫定的に20～100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年、事故が収束した後の基準値を暫定的に1～20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年とし、可能な限り1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄに下げるように勧告し、わが国は福島原発事故後の収束をICRPこの勧告に沿って行っています。
.国際放射線防護委員会（ICRP）は任意団体であって各国に命令を出す権限はないが、大勢の専門家の知恵を集めて勧告を出しているので、その勧告に沿うのが最も安全と考えられるが、勧告に従っていない国もある。
23 ICRPが緊急時の最大値を100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年にしたのは放射線の被ばく量が100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄを超える
とがんになる可能性が確率的に0.5％増加すると計算されてるからで、100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年以下の場合は、ある人ががんになったとしても原因が放射線被ばくによるものか、喫煙など、その他の原因によるものかを医学的（臨床的）に証明することができないからです。正確な言い方をすれば、100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年以下は「健康に影響がない（安全）」ではなく「わからない（証明できない）」と言うべきです。また事故収束時の基準値を暫定的に20～100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年としたのは、被ばくが短期間であるのなら我慢できる範囲と考えたのでしょう。
最も重要なことは、示された値が医学的（臨床的）に検証した値なのか、管理目標値として決めた（または法律で決めた）値なのかを区別できる知識をもつことです。
参考資料

１．放射線の健康への影響には「確定的影響」と「確率的影響」がある

「確定的影響」：脱毛・皮膚障害・骨髄障害・白内障など、主に高線量被ばくによって起こる急性障害のこと。確定的影響には臨床的にしきい値がある（低線量では障害が起こらない）ことが認められている。

「確率的影響」：発がん・遺伝的影響などのように被ばく後、ある年月を経過してから発症する障害のこと。
確率的影響にはしきい値がない（低線量被ばくでも発症する確率は被ばく線量に比例する）とする説がある。それに対して100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年　程度より低い線量では健康への影響は認められず、発がんすることを疫学的に証明できていないのでしきい値があると考えた方が妥当とする説があり、このように考えている専門家の方が多い。また、少量の放射線は健康によいという説（ホルミシス論）※もある。そのため「100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年以下の放射線による健康への影響はわからない」としか言えない。
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用語解説　「しきい値」：境目になる値のこと。漢字で「閾値」と書き「いきち」とも読む。皮膚や舌は一定の刺激以下では感じなくなる「しきい値」がある。生理学・心理学・物理学・工学などで「しきい値」が用いられている。たとえば砂糖水や食塩水を薄めて行くとある濃度以下では甘味、塩から味を感じなくなる。この濃度が閾値である。閾値には個人差がある。
※：ホルミシス論：少量の放射線は健康によいという考え。T・D・ラッキー教授（アメリカ　ミズーリ大学）が1982年に提唱した。放射線ホルミシスについてはラドン温泉　岩盤浴などで鎮痛・鎮静効果のあると言われている。

２．放射線を評価する物差し　条件は同じでも設定を変えると評価が変わる

2-1．健康への影響の立場で：医学的（臨床的）な根拠をもとに人体への影響を検証。
2-2．放射線防護学の立場で：有害か無害かにかかわらず、放射線の扱いのルール・モラルの見地で検証
2-3．法的管理規制の立場で：有害か無害かにかかわらず、社会的な合意の見地で検証

（例、管理目標値：一般人１㍉ｼｰﾍﾞﾙﾄ/年　職業人50㍉ｼｰﾍﾞﾙﾄ/年など）

　　管理目標値が健康被害の目安にされていることが多いが、管理目標値は法的に決めた値であって、この値を超えると健康を害するということではない。

　　たとえ話　日常生活で「食べてはいけない」と言われてもその理由には、安全性（腐っている）、きまり（「ここでの飲食を禁ず」と示めされた場所など）、　礼儀作法（国の文化によって異なる）のように、同じことでも物差しによって評価が異なる。

被ばくしたときの除染方法　　　　食品の放射性物質汚染
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[image: image26.emf]被ばくしたときの除染方法

•

体外被ばくの除染は花粉の除染と同じ

•

マスク・衣服などによる被覆

•

帰宅後衣類等のブラッシング

•

身体はシャワーで洗う

•

体内被ばくの除染は簡単ではない

•

食物・水などとともに口から入るのを防ぐ

•

ヨー素

131

はヨー素剤で吸収除染

次
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[image: image27.emf]•

食物・水などとともに口から入るのを防ぐ

次

放射性物質が

食品の放射性ヨウ素、セシウム汚染

食品の放射性ヨウ素、セシウム汚染

ホウレンソウからも

お茶の葉からも

牛乳からも次々に・・・


体外被ばくの除染：放射性物質は花粉よりはるかに小さいですが、粒（粒子）ですから、花粉の除染法と同じです。水素爆発によって飛散した放射性物質の降下は終わっていますが、空から降り注いだ放射性物質によって土壌汚染が大きい地域では、風の強い日に舞い上がる泥ほこりを吸わないようマスクをし、衣服などは帰宅後ブラッシングをし　身体はシャワーで洗うことは大切です。
体内被ばくの除染：体内に取り込まれた放射性物質の除染は簡単ではないので口から食物・水などとともに入るのを防ぐしかありません。爆発直後ヨウ素131で汚染された食物（牛乳など）の吸収予防はヨウ素剤を服用しますが、図13で解説したようにヨウ素131は半減期が短い（８日）ので現在は服用の必要はありません。
25　放射性物質が口から体内に入るのを防ぐためには、水や食物の何がどれだけ汚染されているかを知る必要があります。
ホウレンソウなどの葉菜類やお茶の葉などが被ばく地だけでなく関東地区、静岡などで汚染されましたが、これは空から降ってきた放射性セシウムが葉に付着したものです。ヨウ素131が１部の牛乳から検出されましたが、これは乳牛が放射性物質で汚染された飼料を食べたためで食物連鎖によるものと考えられます。

食物連鎖
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[image: image28.emf]　27[image: image29.jpg]



26．食物連鎖による汚染は牛肉でも起こりました。セシウムにはカリウムに似た性質がありますから※牧草地の土壌に降った放射性セシウムは牧草に吸収されるので、牛が汚染された牧草を食べると牛の肉に放射性セシウムが入ることになります。

農林水産省は食物連鎖による放射能汚染を防ぐため、３月19日、いち早く県を通じて畜産農家に福島原発事故起こした以降に刈り取った牧草を餌にしないよう、また、屋内に保管した資料を与えるよう通知を出しましたが、結果的には16道県各地から出荷された2,600頭を越える肉用牛に放射線セシウムの暫定基準値500ﾍﾞｸﾚﾙ/kgを超える放射性セシウムが検出されました。

3月～4月初旬は牧草（含む被災後の干し草）が未だ生長していないはずなのになぜ・・・
27 盲点は稲わらでした。2010年秋に収穫し、屋外で乾燥し、屋外で保管してあった稲わらに高濃度の放射性セシウム（高いところは規制値の20倍）が発見されました。水素爆発直後の高濃度の放射性セシウムが降り注いだ稲わらを餌に混ぜたため牛の体内に入ったもので、農林水産省も稲わらまでは気が付かず、さらに放射性物質は予想以上に東北・関東の広範囲に飛散していたことと、汚染稲わらが広範囲に流通していたためセシウム汚染稲わらを食べたと思われる牛は沖縄県を除く46都道府県に流通してしまう結果になりました。（宮城県北部の倉庫で保存されている稲わら＝２０１１年７月１８日毎日新聞、川上晃弘撮影）
　　　　稲わらと同様のことが砕石でも起こりました。2011年7月福島県二本松市に完成したマンション室内から屋外より高い放射線量が測定されました。基礎のコンクリートに放射性物質が付着した砕石を使ったのが原因とみられています。
　　　　今後同様の汚染物質の広がりは出るかもしれない。国の対応は常に後手に回っている。
　　　　　汚染砕石を使った生コンクリート業者の取引先は200を超すとみられる。砕石について放射性物質の基準を設けず、出荷制限もしていなかった国の対応の遅れが厳しく問われよう。砕石は同県浪江町の砕石場から出荷。福島第１原発事故後から砕石場が計画的避難区域に含まれるまでの約１カ月に5280トンが販売された。コンクリートや砕石は二本松市の用水路のほか、小学校の耐震補強工事に使われたことも判明している。
　　　　　コンクリートなどの原材料分野を所管する経済産業省は、砕石からの高線量測定を「想定外」と釈明する。原発事故で放射性物質が広範囲に飛散したことは明白だったのに、本当に想定できなかったのだろうか。　砂利や砕石は通常、付着した粒子を洗い流してから使用するというが、出荷前の洗浄徹底を業者に要請する必要はなかったか。何のチェックもなしに流通していたのは問題である。昨年末に環境省などから測定結果の報告を受けたにもかかわらず、経産省が調査を始めたのは今月１０日ごろ。迅速に対応しなかったことは、危機感の欠如の表れと言わざるを得ない。　経産省は原発事故から計画的避難区域設定までの間、区域内にある砕石場の操業状況の把握を怠っていた疑いも指摘されている。稲わら汚染を教訓に砕石汚染の可能性も考慮してしかるべきだった。（http://www.sakigake.jp/p/akita/2012.1.18付社説より1部引用）
　腐葉土（落ち葉を腐らせてつくった堆肥）からも、木材からも基準値を超える放射線セシウムが検出されている。
　　同様にしてストロンチウムはカルシウムと同属の２族に属し、自然界では２価の陽イオン20Ca２＋　38Sr２＋として存在し、骨などのようにカルシウムを吸収するところにストロンチウムが吸収される。
28
[image: image30.emf]　29
[image: image31.emf]シイタケからも

暫定基準値を超える放射性セシウムが検出

原木の樹皮に付着した放射性セシウムを

シイタケが吸収する
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[image: image32.emf]海の食物連鎖


28．図26で解説したように、セシウムはカリウムと似た性質があるので、水田の土壌が放射性セシウで汚染されているとその1部が稲の葉や茎に吸収されます。コメの主成分はデンプンとタンパク質ですが、籾（ﾓﾐ）やコメの胚芽の無機成分としてカリウムが含まれるので、セシウムがあればカリウムと共に吸収されます。福島県産の１部のコメから暫定基準値を超えるセシウムが検出され出荷が停止されました。稲わらにも放射性セシウが含まれている可能性が高いので、飼料や堆肥に使う場合は検査が必要です。
29．天然のシイタケ（１部は栽培シイタケ）からも暫定基準値を超える放射性セシウム検出されています。これはシイタケはカリウムを多く吸収する性質があるので、原木の樹皮に放射性セシウムが付着していると、これをシイタケが吸収して放射性シイタケになります。このように様々な食物連鎖によって放射性セシウムが濃縮されて食品に入り、これらを食べると体内被ばくを受けることになります。
30　川や海でも　植物プランクトン　→　動物プランクトン　→　小型魚　→　中型魚　→　大型魚と流れる食物連鎖による放射性セシウム汚染が起こっています。
福島県伊達市の阿武隈川で取ったヤマメから国の暫定規制値（１キロ当たり５００ベクレル）を超える放射性セシウムを検出した。ワカメとムラサキイガイはそれぞれ１キロ当たり１２００ベクレル、６５０ベクレルを検出、１７日に採取したヤマメは９９０ベクレルを検出した。沿岸のヒラメやカレイなどからも検出されている。

参考資料：元素の性質と周期表
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典型元素（元素の周期表の赤地と青地の元素）は同属元素（縦列）の化学的性質が似ている。セシウムはナトリウムやカリウムと同じ１族に属し、自然界では11Na＋、19K＋、55Cs＋のように1価の陽イオンとして存在する。K＋を吸収する植物はCs＋も吸収してしまう。
参考資料：食品の放射性物質汚染
食品に含まれる放射性物質に関して、食品衛生法上の規制はない。2011年3月17日、厚生労働省は下記の指標値を食品衛生法上の放射能に関する暫定規制値（暫定基準値）として各自治体に通達した。これは、1年間の積算被曝線量の上限をヨウ素の甲状腺での線量が50ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ、セシウムの全身的線量が5ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄとし、それを平均的摂取量で日割りして、体内被ばくが予測される食品および水の中の放射能

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%80%A4" \o "値" 値の上限を定めたものである。
　　穀類、野菜、肉、卵、魚：500ﾍﾞｸﾚﾙ/1kg　　飲料水、牛乳、乳製品：200ﾍﾞｸﾚﾙ/1kg
妊娠中この上限値の水を毎日1L飲み続けても、胎児、子供に影響が出ないとされているが、この値が、WHO(世界保健機関)が定める。10ﾍﾞｸﾚﾙ/Lの30倍であるため不安を抱く意見も聞かれる。 しかし、緊急時の対応としてはWHOの基準よりもIAEA(国際原子力機関)の定める基準が優先される。
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	水産物
	コウナゴ（全県4/20～　）　ヤマメ（6/6～　）　ウグイ（（6/17～　）　アユ（6/27～　）　アイナメ　コモンカスベ　キタムラサキウニ　シラス　ホッキ貝　シロメバル　エゾイソアイナメ　ワカサギ　イシガレイ　ヒラメ　ウスメバル　ムラサキイガイ　ウニ　イワナ　モクズガニ　ババガレイ　ホンモロコ　マコガレイ　　　

	
	肉
	牛肉（全県7/19～8/25）

	
	乳
	加工前牛乳（全県2/21～6/8）

	
	その他
	茶葉　コムギ　ナタネ

	岩手
	肉
	牛肉（全県8/1～25）

	宮城
	肉
	牛肉（全県7/27～8/19）

	秋田
	肉
	牛肉

	山形
	肉
	牛肉

	茨城
	野菜
	ホウレンソウ（全県3/21～6/1）　パセリ（全県3/23～4/17）　ミズナ　サニーレタス

	
	水産物
	コウナゴ　エゾイソアイナメ

	
	乳
	加工前牛乳（全県3/23～4/10）

	
	その他
	茶葉（全県6/2～　）

	栃木
	野菜
	ホウレンソウ（全県3/21～4/27）　シュンギク

	
	肉
	牛肉（全県8/2～25）

	
	その他
	茶葉（6/2～　）

	群馬
	野菜
	ホウレンソウ・カキナ（全県3/21～4/8）

	
	水産物
	ワカサギ

	
	その他
	茶葉（6/30～　）

	埼玉
	その他
	茶葉

	千葉
	野菜
	シュンギク　パセリ　ホウレンソウ　チンゲンサイ　セロリ　サンチュ（4/4～22）

	
	その他
	茶葉（6/2～1部解除　）

	神奈川
	その他
	茶葉（6/2～1部解除　）

	東京
	野菜
	コマツナ

	
	その他
	茶葉

	静岡
	その他
	茶葉


※太字は一定地域で出荷停止とされた品目
※日付は出荷停止期間で、最も長い期間を表示
食品に含まれる放射性物質の基準について、厚生労働省は、これまでの被ばく量の限度の目安を現在の５分の１の年間１ミリシーベルトに引き下げたうえで、「一般食品」の放射性セシウムの基準値は、暫定基準値の５分の１に当たる、１キログラム当たり100ベクレル、成人より放射線の影響を受けやすいと指摘されている子ども向けの「乳児用食品」と「牛乳」は50ベクレル、そして、摂取量が多い「飲料水」は10ベクレルとする方針を固めた。厚生労働省は、一部の食品については、混乱が起きないよう、一定期間、経過措置を設けることを検討しているということで、今週開かれる審議会の部会などにこの案を提示し、答申を受けたうえで、2012年４月から新たな基準を適用したいとしている。




食の安全　　　　　　　　　　　食品被ばく生涯線量
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[image: image35.emf]何を食べたら安心か

ホウレソウ、牛肉、牛乳、のように

単品ごとにバラバラに発表される

呼吸、飲み水、いろいろな食物からの

合計放射線量がどれだけかわからない

次

正規にｋ流通している食品の放射能

汚染

は健康に影響を与える量ではない

と言われているが
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[image: image36.emf]１．２．３．どの考え方を選択するか

３．被ばく地の食品は一切食べない

１．検査を受けて正規に流通している

食料品であることを確認して買う

２．検査結果を気にせず偏らずに食

べる

「正規に流通している食料品を普通に食

べている限り過剰に心配することはない」

と言われても、なお心配という人がいる

次


31.．食品のセシウム汚染についてはホウレソウ、牛肉、牛乳、のように、単品についてバラバラに発表され、それぞれ「健康に与える量ではない」と言われています。しかし、呼吸からも、飲み水からも、いろいろな食物からも放射性セシウムが検出されているのですから飲んだり食べたりしたすべての食品線量を合計した値がどれだけになるのかがわからなければなりません。
32　正規に流通している食料品を普通に食べている限り過剰に心配することはないと言われてもなお、心配している人がいるでしょう。
１．検査を受けて正規に流通している食料品であることを確認して買う

２．検査結果を気にせず偏らずに食べる

３．被ばく地の食品は一切食べない

あなたは１～３のどの考え方ですか？

　　　内閣府食品安全委員会は厚生労働省の諮問に2011.10.27、食品による被ばく線量を生涯100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄにすると答申しました　厚生労働省は今後具体的検討を始めることになりますが、1人ひとりの現在までの累積被ばく線量はどうしたらわかるのでしょうか？
　　　また、セシウムの化合物は食塩などと同様に水に溶けやすいので、体内に取り込まれても物質交代によって尿に混ざり徐々に排出され、体内に沈着することはほとんどありません。正規に流通している食料品であれば、たとえ放射性セシウムが含まれていても将来にわたって健康に影響を与えることはほとんどないと言ってよいと思います。
放射能と放射線（復習）
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[image: image38.emf]光源を除けば

後に明かりが残らないように
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次

　35
[image: image39.emf]光源を除けば

後に明かりが残らないように

•

放射能を除けば

後に放射線は残らない

次

　

33ここで復習です。新聞などに放射線という用語と放射能という用語が出てきますが意味の違いをし、はっきり区別して理解しましょう。放射線を出す性質をもった物質を放射性物質といいます。
従来、放射性物質のことを放射能とも言っていました。が･･･、
「①放射能とは放射線を出す能力のこと」ですから放射能は物質ではなく物質の性質です。「②放射能をもつ物質を放射性物質」という表現なら正しいのですが、①と②を合わせて繰り返される言葉「放射能」を省略すると「③放射線を出す物質を放射性物質という」と定義できるので「放射能」という用語は使う必要がなくなります。
「放射線」と「放射能」という用語はまぎらわしく社会一般でも誤った使い方をされていることが多いので、使うことをやめた方がよいでしょう。新聞などに「放射能」という言葉だ出ていたら「放射性物質」と置き換えて読んでみてください。
34.35．光源を除けば後に明かりが残らないように放射性物質を除けば後に放射線は残りません。
除染
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[image: image40.emf]地表面の放射線量

地表面の放射線量
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校庭の放射線量測定
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[image: image41.emf]福島県相馬市立玉野小学校

校庭の土入れ替え作業


36．福島県は福島第１原発から20ｋｍ圏内の避難指示区域を除き、県内全ての中学校の校庭などを対象に高さ１ｍ（小学校、幼稚園、保育園は50ｃｍ）と地表面の放射線量の測定を行いました。 
福島県は4月5～7日にかけて、全県の小中学校などを対象に放射線モニタリングを実施した。福島市内の小学校では地上高１メートルでの１時間当たり空間線量率が3.4～3.6マイクロシーベルト、地表面では4.3～4.5マイクロシーベルトであった。
１．調査対象の小中学校等の75.9％で「管理区域」基準（外部放射線量については、実効線量が３ケ月あたり1.3ｍSｖ）を超える放射線が観測された。
２．全体の20.4％の学校等では「個別被ばく管理」が必要となる放射線が観測された。
３．方部別では、県北・相双で高い放射線量率が観測された割合が高く、96～99％の学校で「管理区域」基準を超え、特に県北では調査対象校等の56.5％で「個別被ばく管理」が必要となる水準であった。
　　　「個別被曝管理」とは、放射線業務従事者が被曝量の許容値を超えないようにするため、区域内で受ける外部被曝線量や内部被曝線量を、１人ひとり個別に測り管理すること。

37 その結果をもとに、国の予算で小・中学校すべての校庭の土を入れ替えたり、表土をその下の土と入れ替えたりする作業を行ないました（栃木県那須町、那須塩原市の一部を含む）。土の上下を入れ替える方法は過渡的な対策ですが、地面付近の放射線の量を１/10程度まで下げることができます。（写真：福島県相馬市立玉野小学校校庭の土入れ替え作業）
     　　セシウムの化合物は長期にわたり大部分が土壌の表面から2cm程度までのところに吸着されていて（土壌の種類によって5cm程度まで）それより深くまでは入っていかない。そのため天地返しは過渡的対策ではあってもある程度の効果をあげることができる。
38
[image: image42.emf]次

放射性物質は校庭だけに降るのではない

放射性物質は校庭だけに降るのではない

屋根、雨どいを洗浄し

溝の泥を除かなければならない
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38．放射性物質は学校の校庭だけに降るのではないので、屋根、雨どいを洗浄し、溝の泥を除かなければなりません。これは一般家庭でも同じです。屋根や壁、道路などは高圧洗浄機※で洗浄しているのですが、瓦、アスファルト、コンクリートなどは材質や状態によって放射性セシウムが吸着したり、しみ込んだりして、あまり効果があがらない場合もあり、効果的な除染方法を実験中でです。
福島市が市全域で計画する除染作業のモデルケースとして、市東部の大波地区の住宅３戸で進めた作業の結果、瓦屋根やアスファルト舗装の庭では、放射線量が２割程度しか減らず、７割以上減った砂利の庭などに比べ除染の効果は低いことが明らかになった。　市は１０月１８日から同地区６戸で作業を進め、このうち３戸について、表面から１センチ地点の放射線量を詳しく調べた結果を公表した。
　　　砂利の庭は平均で、除染前の毎時3.0ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄから0.7ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄに下がり、76.7７％減。玄関前も2.7ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄから0.7ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄと74.1％減った。しかし、瓦屋根は除染前の1.4ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄから1.1ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄと21.4％減にとどまり、アスファルトの庭も1.8ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄから1.4ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄと、22.2％カットできただけだった。（2011年11月2日 読売新聞より引用）
※：加圧した高圧水をノズルから噴射して汚れを吹き飛ばす装置
39　各地の下水処理施設の汚泥焼却灰から高濃度の放射性物質（主として放射性セシウム）が検出されるようになりました。
最初に検出されたのは５月１日に郡山市で汚泥を焼き固めた「溶融スラグ」から１ｋｇあたり33万4000ベクレル、続いて福島市で44万7000ベクレル、前橋市で4万2800ベクレル、宇都宮市で2万6000ベクレル（いずれも１ｋｇあたり）など高濃度であり、その他、汚泥焼却灰からの放射性物質は北海道から大阪までの16の都道府県で検出されています。
これは広範囲に渡り地上に降った放射性物質が雨に洗われ、川に流れ込めんだ汚水は海に放出されましたが、溝などから下水管に流れ込んだ汚水は下水処理場に運ばれて沈殿され、できた汚泥を焼却して濃縮するので放射性物質が高濃度になったためです。
　　東京都内の下水処理施設でも３月下旬に採取した汚泥焼却灰から、１ｋｇあたり17万ベクレルという高濃度の放射性物質が検出されていました（その後急減少）。福島から前橋や宇都宮より遠く離れた東京で、早くから汚泥焼却灰に高濃度の放射性物質が現れたのはなぜでしょうか。
　　それは東京の地面がコンクリートやアスファルトなどで覆われ、雨で洗われた汚水の大部分が下水管に流れ込んで下水処理施設に運ばれるからです。

　
40
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[image: image45.emf]
40．汚泥焼却灰はセメント、タイル、レンガなどに再利用されていましたが、放射能汚染汚泥焼却灰を引き取る加工工場はなく、１ｋｇあたり10万ベクレルを超える放射性物質を保管するためにはその場所を放射線管理区域にしなければならず、各下水処理場では対策に苦慮しています。しかし、高濃度の汚染汚泥焼却灰を早い時期に一カ所に濃縮保管できたということは、それだけ地面の放射性物質を除染できたことになるので歓迎すべきことです。
　　2011.10.21、千葉県柏市は市有地で局所的に高濃度の放射性セシウムが発見されたと発表しました。そこは側溝の壁が50cmほどくずれていたところで、現地調査をした文部科学省放射線規制室の調査官によって側溝を流れる雨水が長い間漏れて土にしみ込み放射性セシウムが濃縮されたものと推定されました。この原理は下水処理施設の汚泥から高濃度の放射性セシウムが検出されたのと同じで、柏市では対応に困惑していますが、広範囲の土地を雨が除染し、1箇所に集めてくれたと考えることができます。
　　　柏の放射性セシウム高濃度地点の地中30cmの土壌から1時間当たり57.5ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄの放射線量が測定された。現場の土からはこれまでに1kg当たり最高27万6000ﾍﾞｸﾚﾙの放射性セシウムが発見されている。
41　放射能汚染汚泥焼却灰の保管対策に較べたら、田畑、山林、原野に降った放射性物質を除染して、普通に生活できる土地に戻す対策の方が困難です。土壌に吸着したセシウムは雨や水をかけた程度では簡単に除けません。
前述のように、放射線の量が100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下であれば急性障害が認められないし、20ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年以下であればがんが発症しても、それが被ばくのためか否かを確認できない程度と言われていますが、安心して住める土地にするためには汚染地区の放射性物質を除染して可能な限り管理目標値の１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年以下にする努力は必要です。政府は国で責任をもって実行すると言っています、
42
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[image: image47.emf]
42．樹木に降り注いだ放射性物質の多くは葉に付着しているので、急いで除染するためには枝払い、伐採しかありません。落葉樹の場合は落ち葉を集める必要があります。
　　　森林の除染は事実上困難であり、放射性物質が隣接する住宅地に拡散するおそれがある。実質的には落ち葉の収集程度になるであろう。チェルノブイリを視察した福島大学副学長によれば、ベラルーシの当局者は「農地も森林も除染しない、するべきではない」と言っている（2011.11.16　中日新聞）
43　一部の自治体では水田の土壌をどれだけの深さまで交換すれば効果があるかの実証試験が始まっています。しかし、最も肥沃な表層部の土を取り除くということは、新たに肥沃な土づくりをしなければならないということであり、農家の人々の心情を思うと、単に汚染土壌を除去すればよいというような簡単なことではありません。
　　　「計画的避難区域」に指定された福島県飯舘村の水田で、まず表面の土を除去した。放射性セシウムが土１kgあたり5,000ベクレルを超える水田では作付けが禁止されるが、実験田では６月初旬の検査で8,000ベクレルが検出された。実験では、根が届く深さ１５センチまでの「作土層」を5,000ベクレル以下にした後に作付けし、収穫された米に放射性物質が移るかどうかを確認することになっている。

　　農林水産省は計画的避難区域に指定された福島県飯舘村などの放射性物質に汚染された農地や牧草地の土壌改良に着手している。地元自治体や文部科学省などとも連携し、表土の除去や土壌中セシウムを良く吸収する直物を探し栽培実証実験を行い、土を浄化する技術の確立をめざしている。しかし、ヒマワリやナタネが良く吸収すると言われていたが、あまり効果がないことがわかった。水田や畑、牧草地で土壌の性質が異なるため、どんな技術が最適かをまず確かめる。重視するのは、放射性セシウムが蓄積した表土を取り除く技術を見いだすこと。放射性セシウムはまだ地中2～3ｃｍから5ｃｍ程度まで浸透しているに過ぎない。速く着手するほど除去する土の減量になり、効果が上がる。
放射性物質除染の課題
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[image: image50.emf]放射性セシウム処分の課題②

•

国は汚染土の仮置き場として国有林の敷地

を自治体に無償で貸与する方針

•

しかし、埋め立て処分の受け入れ先が決まら

なければ解決にならない

•
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環境省は、放射性物質汚染土　汚染稲わら　放射性物質汚染がれき　水処理施設の汚泥焼却灰　などを集め、最大30年保管する中間貯蔵施設を建設する方針を決め、整備工程表を作成しました。しかし、中間貯蔵施設を受け入れる自治体・土地が決まりません。
環境省の試算では、福島県内で年間被ばく線量が5ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以上と想定される地域の土壌を除去するなどした場合、発生する汚染土の量は最大で約2800万立方メートル（地上36階建ての「霞ヶ関ビル」約53杯分に相当）に上るとされている。また、宮城、福島など８道県では約7200ﾄﾝの稲わらが処分できないまま農家の倉庫などに保管されていることが農林水産省の調査で判明。同様に処理できない状態の上下水道の汚泥や焼却灰も、９月時点で、15都県で計約13万ﾄﾝに達しており、保管場所の確保が課題となっている。（2011.10.23　読売新聞より抜粋）。

45　また、国は汚染土の仮置き場として国有林の敷地を自治体に無償で貸与する方針を決めました。しかし、最終埋め立て処分の受け入れ先が決まらなければ解決になりません。これは原子力発電によって出される高レベル核廃棄物最終処分埋め立て場の受け入れ先が決まらない理由と同じです。
　　セシウム137の半減期は30年ですが、低レベル放射性廃棄物の処分技術は確立しているのですから、処分を受け入れても周囲が健康に影響を及ぼすような放射線量にはならないはずです。しかし、地元が汚染土の中間貯蔵地や最終処分地を受け入れることに協力する気持ちにならないのは、原因を科学的に説明できても、承諾できない理由が他にあるのではないでしょうか？
　　　政府は除染作業で地表からはぎ取った汚染土などは地域ごとの仮置き場に一時保管し、その後中間貯蔵施設に移す方針を決めた。しかし地元からは「仮置きが何年も続くのは不安」という声が強く、政府に最終処分までの道筋を示すことを求めたために、環境省は汚染土などの収集から最終処分までの工程表を作成した。

細野豪志環境相が2011.10.29日に公表した工程表によると中間貯蔵施設への搬入前の各市町村の仮置き場の保管期間は３年ほどとし、中間貯蔵施設へ移動後30年以内に県外で最終処分すると明示してある。
この汚染土中間貯蔵施設建設などの工程について福島県双葉郡８町村長と細野豪志（環境相・原発事故担当相）、平野達男（復興相）が話し合う意見交換会を2012.2.26郡山市で開催する予定になっていたが急きょ中止された。
その理由は、双葉地方町村会長の井戸川克隆双葉町長が中間貯蔵施設をめぐり「政府との信頼関係に問題が生じた」として開催中止の意向を各町村長らに伝え、広野、浪江両町長とともに欠席したためである。双葉町井戸川町長は意見交換会中止の理由について、事前協議と違う内容が報道されたことなどを挙げ、「丁寧な会議を希望していたが、信頼関係に問題が生じた。知らないところで政府が決めていくことに恐怖を感じた」と説明した。井戸川町長はあらためて会合を設定する方針を示したが、今後の調整は難航が予想される（2012年2月27日福島民友ニュースより引用・編集）
細野環境相は「双葉郡の皆さんには心苦しいお願いになるが、中間貯蔵施設は除染にはどうしても欠かせない施設」であることを強調した。意見交換会の会合に訪れた他の5人の町村長と復興相・環境相らは、今後は県にも参加を求めて話し合いの場をもつ方針で一致した。町村長の1人は「今こそ首長の総意を結集すべき。逃げて　

はいけない」と不快そうに会場をあとにした（2012年2月27日　日経新聞より1部引用・編集）。相互の意思疎通に欠けた結果、地元の足並みの乱れで政府が双葉郡への設置を求めた中間貯蔵施設の議論は暗礁に乗り上げている。

将来への健康不安　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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46．深刻な放射性物質汚染事故ではありましたが、放射線による急性障害や死亡事故は１件も起きていません※。しかし、細胞が放射線を受けてDNAに損傷を起こすと、多くの場合は修復されますが、誤った構造に修復されると細胞ががん化することがあり、がん化細胞が5年、10年、30年・・・かかって増殖してがんが発症することがあります。

　細胞分裂が盛んなときは損傷を起こすDNAも多く、細胞分裂の特に盛んな時期は生まれてから1年間であり、それ以降も成長の盛んな思春期までは細胞分裂も盛んに起こっているので、この時期に放射線を被ばくすれば将来がんになる確率は高くなります。
※：3月12日に1号機原子炉建屋に入室し、手動ベント弁を開く操作した作業者の男性が、累積106.3 mSvの急性被曝をし、吐き気とだるさを訴えて病院に搬送された。被ばく量と本人の訴えた症状との因果関係は不明。
タービン建屋地下階で作業中の３名員が靴内浸水時に高濃度放射性物質汚染水を被ばくした。3名は福島県立医科大学で除染処置を受け、翌日放射線医学総合研究所へ移送された。退院後3名とも健康状態に問題はなく、うち2人は足のくるぶし下に2 Sv〜3 Sv程度の高線量ベータ線被曝をっているが、上記症例は「放射線急性障害」にはあたらないとされた。
47　急性障害がなく、直ちに健康に与える影響がないと言われても、将来どうなるかわからないので、特に子どもの健康を心配する親の不安が広がりました。親が子どもの将来を心配するのは当然です。

市民団体「母乳調査・母子支援ネットワーク」が、20011.3月下旬に福島県および関東地方の生活協同組合員の授乳婦9名の母乳を検査した結果、4人の母乳から6.4～ 36.3 Bq/kgのヨウ素131を検出したと発表した。
東京大学アイソトープ総合センターセンター長兼先端科学技術研究センター教授児玉龍彦は2011.7.27、衆議院　厚生労働委員会に参考人として出席し「母乳からの検出放射線量は、チェルノブイリ事故時のガン発症患者の体内検出量（6 Bq/L）と互角であり、外部被曝と違って低線量でも健康被害は甚大である」と発言している。この発言から親の不安が広まった。しかし、データが少なく、将来のことはわからないとしか言えない。 

核実験と死の灰
48
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48．1950年代から60年代にかけてビキニ環礁（ミクロネシアのマーシャル諸島・ラリック列島にある環礁）をはじめ米ソ英仏中が各地で行っていた核実験で放出された放射性物質の量は公表されていませんが、チェルノブイリ事故の100～1000倍であったと推定されています。
当時この海域で捕れるマグロは放射性物質が含まれていたため焼津港で大量に廃棄されていました。海の食物連鎖によって大型魚に放射性物質が濃縮された典型的な例と言えます。

1954年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/3%E6%9C%881%E6%97%A5" \o "3月1日" 3月1日、ビキニ環礁で広島型原子爆弾1000個分の爆発力をもつ水素爆弾を炸裂させた。予定では4.8 Mｔのはずが、実際の威力は予想をはるかに超える15 Mtであったため,放射性物質の付着した珊瑚が砕けて白い粉末（死の灰）になって成層圏まで舞い上がり、立ち入り禁止水域外の漁船数百隻が死の灰を被った（被ばくした）と言われている。この中に日本のマグロ漁船・第五福竜丸が含まれていて船員23名全員被爆し、久保山愛吉無線長がこの半年後の9月23日に血清肝炎で死亡した。警戒水域外の被爆者は2万人を越えるとみられている。水素爆弾が炸裂した海底には60年近く経った今でも直径2km、深さ8ｍのクレーターが残っていて、珊瑚は生えず魚もいない死の世界になっている。
49. 米ソ英仏中が競って核実験を行っていた当時は世界中に放射性降下物が降り注がれていました。日本国内に降下した放射性物質は気象庁気象研究所が公表している「環境における人工放射能の研究2009」によると、平常時の１万倍～数万倍で、最大550ﾍﾞｸﾚﾙ／１平方ﾒｰﾄﾙ／月でした。このような状態が10年以上続きましたが、
50. もし、日本に降った核実験による放射性降下物（死の灰）が健康に影響するなら、1950～1960年代に生まれた世代が40歳代になったときのがん発生率や死亡率が、それ以前・以降に生まれた世代が40歳代になったときのがん発生率や死亡率より高くなっているはずですが、そのような統計的データはありません。福島原発事故で水素爆発が起きた直後から３月17日までのデータが公表されていないのでわかりませんが、3月18日以降3月中の放射性物質降下量は核実験最多年前後の数年間より１桁以上多くなりました。しかし、急性放射線障害を起こした人はいなかったので福島第1原子力発電所敷地以外では積算被ばく量が100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下（急性放射線障害が認められない）であったと思われます。4月は減少して核実験最多年程度になりました。核実験による放射性降下物程度の被ばくを受けても健康に影響はないと考えてよいのではないでしょうか？

気象庁気象研究所が公表しているデータによると、米ソの大規模実験の影響を受けて放射性降下物が最大値になったのは1963年6月で、セシウム137が5.5×105ﾐﾘﾍﾞｸﾚﾙ/１平方ｍ（550ﾍﾞｸﾚﾙ/１平方ｍ）、ストロンチウム90が1.7×105ﾐﾘﾍﾞｸﾚﾙ/１平方ｍであった。その後徐々に低下したが1960年代から中国核実験による影響で降下量は度々増大し、1980年を最後に大気圏内核実験が中止されたのでようやく低下した。その後チェルノブイリ事故のあった1986年は一時的に増加した後、短期間で収束し、平常時は10ﾐﾘﾍﾞｸﾚﾙ/１平方ｍ前後を推移し、放射性降下物と言えない状態が続いていた。
文部科学省が公表しているデータによると核実験の回数が最も多かった（178回）1962年には各地に放射性セシウムが0.3～1.6ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年平均程度降り、最も多かった秋田県では3.36ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年平均（月別最高値は1963.1.11の9.59ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/月）であった。また、秋田県だけでなく日本海側の方が多い傾向にあるが、これは核分裂による放射性物質が偏西風に乗って地球を回りながら地上に降下しているためである。

福島県では水素爆発直後から3月末日までは一時的に核実験の頃より1桁以上の値になったが、機関が短く、急性放射線障害を起した者は出ていない。
東京都健康安全研究センター（東京都新宿区）の４月１～２８日の観測によると、新宿区の１平方メートル当たりの降下量は、最大値が4月11日の170ベクレル、最低値が12日の４ベクレル。降下量は降雨など天候で大きく増減するが、単純計算すると、月間数百ベクレルとなる（以上３行産経ニュースより引用）ので核実験最多年程度であり、健康に影響がないと考えられる。
アメリカの核実験が行われていたミクロネシアでは放射線障害を起こした人がたくさんいたと言われてるが、10年以上通常の数万倍の放射線を浴びながら現在も健康で生活している人が大勢いる。将来に対して過剰に不安を抱く必要はないのではなかろうか。
甲状腺定期検査（福島県）　　原子力規制庁
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51．急性放射線障害が認められなくても、３月11日以降３月中に被ばくした放射線によって将来どうなるかわからずに心配する人が多いので、福島県は、福島原発事故発生当時に0～18歳の子供全員を対象に甲状腺超音波検査をはじめました。この検査は２年ごとに実施し、20歳に達してからは5年ごとにチェックしいくことになっています。この検査を続けることで親の不安はかなり緩和されるのではないでしょうか。
福島県は2011年5月より県民202万人全員を対象にして「県民健康管理調査」を実施し、長期にわたってがん検診と集団検診の受信率を向上させ、早期診断、早期治療を図っている。これは健康管理を目的としていると同時に、問診に答え、専門医と直接会話を交わすことによって健康不安を解消する効果は大きい。

また、福島県は2011年7月24日子供の継続的な甲状腺検査が必要であると判断し、上記全県民健康管理調査の一環として、福島第一原発事故発生当時に0～18歳の子供全員を対象に甲状腺超音波検査を２年ごとに実施、20歳に達してからは5年ごとにチェックしていく仕組みを決め、同年10月9日から検査を開始した。対象は約36万人に上る。専門家による検討委員会によると、検査は甲状腺に異常がないか超音波で調べ、病変が見つかった場合は県立医大（福島市）などで採血、尿検査のほか、病変の種類を見極める細胞診を実施する。2014年同4月からは2年ごとに検査し、20歳に達してからは5年ごとに健康診断を行う。
この全県民健康管理調査を行うことによってがんを含め、異変が発見される人数（割合）は福島県外の人より多くなるはずでる。それは綿密な調査を行うことで普通には気が付かない異常を早く確実に発見できるからである。子どもの甲状腺検査で、先行して検査した浪江、飯舘、川俣（山木屋地区）の３町村3765人分のうち、26人は一定の大きさ以上のしこりなどが発見されたが、検査しなければ見逃されていたはずである。なお、このしこりはいずれも良性で、放射線の影響は考えにくい。また、悪性などが疑われ、直ちに再検査が必要とされた者はいなかった。

52．福島原発事故以降　経済産業省が原子力行政の推進と規制の両方を行っていたことが問題視されるようになり、原子力規制庁を新設して、2012年４月から発足することになりました。　その主な目的は　①原子力の利用と規制の組織を分離し、安全よりも強い監督権限をもたす。②原子力発電所の規制を強化する。　③原発事故など緊急事故に対処できるようにする。などぜす。
政府は放射性物質を原因とする健康への影響の対応を環境省の外局として開設する原子力安全庁

53．原子力安全庁の組織は、経済産業省が行っていた規制部分の「原子力安全・保安院」の大部分を
原子力規制庁に移管し、更に原子力発電所建設の指針をつくる内閣府の原子力安全委員会、放射性
物質を監視する文部科学省のモニタリング部門を統合して一元化します。

担当する業務内容には　住民のほう被ばく量の継続的監視　データベース化を前提にした疫学調査　人体への影響に関わる調査研究　放射線防護に関する環境基準の設定で、福島県が実施している甲状腺検査の助言や協力も行うことなどが検討されています。これらの調査研究は住民の不安を多少軽減する効果はあっても、現在のところ健康被害の原因を医学的に証明することが困難なため、今後長期間にわたってデータを収集し分析を重ねて行き、将来に対応できるようにして行く考えですが、詳細は未定です。
健康な体力づくり（第1部で最も強調したいこと）
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54．行政が原子力の規制を強化し、行政に頼ることも必要ですが、いくら将来のことを心配しても、福島原発事故によって被ばくした人が現実から逃れることはできません。最終的には自己責任を大切にすることです。
細胞が放射線を受けてDNAが損傷を起こすと、10年、20年を経てがん細胞になることがあります。しかし、細胞には損傷したDNAを修復する力があります。たとえ修復できない場合でも損傷した細胞自身が死滅する（細胞の自殺）力をもっているので、損傷したDNAをもつ細胞のすべてががん細胞になるわけではありません。
将来がんになるか否かは個人差、体力差などによっても異なります。バランスの良い食事を摂り、良く運動して健康な身体をつくっていれば修復力も強くなります。
放射線を100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ被ばくすると、がんになる確率が0.5％多くなると言われていますが、国を挙げて被ばく線量を１年間に１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以下（できない場合でも５ミリ以下）にしようと努力しているのですから、普通に生活している人が放射線を1年間に100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄも被ばくすることは考えられません。それでも仮に100ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ被ばくしてしまった場合、がんになる確率の0.5％に入ることを心配するより、おおらかな気持ちで毎日を過ごし、健康な体力づくりを目指して、がんにならない確率99.5％に入る努力をすることの方が、はるかに前向きの人生だと言ってよいのではないでしょうか。
チェルノブイリ原発事故の場合、小児甲状腺がんが通常の10倍程度発症（約4,000人発症したが、死亡したのは15人）と言われている。しかし、この結果については他にも異なる報告があり確かなことはわからない。
また、被ばくした成人のがん患者と、被ばくしなかった成人のがん発症との間に統計的有意差が見られない。それより過度の心配のあまり精神的障害を起こした人の数の方が圧倒的に多かった。
　　　長崎大学山下俊一教授（長崎で原爆被ばく者の診断治療を行い、チェルノブイリ事故後の健康調査や診察に長年の経験をもっている）は事故直後から福島県立医科大学・副学長として福島県に常駐し献身的に診察、治療や心のケアのための相談に乗っている。山下教授はある講演会で、沈み込んだ顔の聴衆を元気付けようと「ニコニコ笑っている人のところには放射能はきません」と言ったので、インターネットなどに誹謗や非難の言葉がいくつも載った。山下教授の発言は心にゆとりをもって過ごしていれば健康になるという意味であったが、そこまで読み取れなかった人が非難を浴びせたのであろう。
実際、心の健康は身体の健康につながり、いつもイライラして自律神経を刺激していては病気にもなりやすい。以上のことは、将来のがん発症を心配するより、おおらかに過ごし、健康な体力づくりの努力をする方が大切であることを示していると言える。
55　宇宙飛行士が受ける放射線の量は1日に1～3ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄですから地上で１年間に受ける線量を1日で受けることになります。これまでの宇宙探査で6ヶ月宇宙に滞在した宇宙飛行士が受けた線量の積算値は400ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄであったとのことですが、健康に異常は起こりませんでした。
　　宇宙飛行士は特別という意見もあるかもしれませんが、健康な体力づくりをすれば過酷環境にも耐えられる身体になるという実例と考えられます。

官民挙げての除染作業
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56．何の罪もないのに突然放射性物質の警戒区域に指定されて故郷を立ち退かされ、そのまま何年先まで帰ることができないのか見通しの立たなくなっている人に向かって言える言葉はありません。同情とか、激励とかの言葉は空虚に響くだけです。
政府は国の予算で責任をもって徹底除染をすると言っています。しかし、手をこまねいて待っているだけでは、福島県を始め広い放射性物質汚染地域の大地を元通りに除染するまでには20年、30年、あるいはそれ以上かかるでしょう。

福島県では自治体単位で除染作業を始めたところもあります。溝さらい、樹木の選定などは地域の美化きもなります。嘗て北海道の原野を開拓し、今の北海道に築き上げた艱難辛苦の過程を考えてみてください。いくら時間がかかると言っても、官民を挙げて知恵を絞り、汚染土壌を入れ替える効果的な方法を工夫し、コツコツと実行すれば、森林・原野までは無理、汚染土の最終処分場などの課題はたくさんありますが、いずれ日常生活をする区域を１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ／年以下に除染することができるでしょう。
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◇ 画面右下に 次 と出てから画面を送ってください。

◇ 次 の文字が出るまでは自動的に変わります。始めから 次 が

出ている画面は変化がありません。適宜画面を送ってください。

◇ 同じことが繰り返し行なわれているときは右下に 適宜

と表示されますので、この場合も適宜画面を送ってください。

◇ 画面下の欄に解説が付けてありますが、スライドショーにすると解説

を見ることができません。そこで、画面と解説を別にワード版で作成して

あります。ワード版の解説はできるだけ詳細に書きましたので、必要に応

じて

取捨選択してご利用下さい。

